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ロバ
U

イ
・
不
完
全
競
争
の
下
に
於
け
る
関
税

ロ
バ
シ
イ
・
不
完
全
競
争
の
下
に

於
け
る
闘
税

情]

t言

百七

貿
易
理
論
は
今
日
ご
つ
の
方
向
に
向
っ
て
、

よ
り
一
居
の
展

開
を
必
要
と
す
る
。
そ
の
一
は
、
貿
易
現
象
の
動
態
理
論
的
分

析
の
方
向
へ
で
あ
り
、
い
ま
一
は
、
貿
易
現
象
を
凋
占
的
及
び

準
猫
占
的
経
済
組
織
の
下
に
於
て
分
析
す
る
方
向
へ
で
あ
る
。

封
鎖
的
た
一
経
済
領
域
に
閲
す
る
動
態
理
論
及
び
猫
占
・
準
濁

占
理
論
は
、
既
に
輝
か
し
い
稜
展
を
た
し
た
し
、
ま
た
現
に
た

し
つ
L
あ
る
。
け
れ
ど
も
と
れ
等
の
理
論
の
貿
易
現
象
へ
の
遁

用
は
、
漸
く
そ
の
絡
に
つ
い
た
程
度
で
る
る
と
言
つ
で
も
過
言

で
は
左
か
ら
う
。

調
占
的
貿
易
現
象
は
、
競
守
的
貿
易
現
象
と
根
本
的
に
異
る
。

そ
し
て
そ
れ
が
如
何
友
る
程
度
の
競
争
の
制
限
に
相
臆
す
る
か

に
従
っ
て
、
貿
易
に
於
け
る
完
全
狗
占
、
複
占
ま
た
は
多
占
及

第
四
十
五
拳

四

回

告事

量主

^ 

ぴ
不
完
全
競
争
に
分
た
れ
得
る
。
と
れ
等
三
者
は
貿
易
政
策
の

数
回
市
に
於
て
、
そ
れ
凡
¥
特
異
友
問
題
を
提
起
す
る
の
で
る
る
。

こ
h
h

で
は
『
不
完
全
競
争
の
下
に
於
け
る
保
議
関
税
』
の
作
用
に

つ
い
て
、
グ
i
y

ト
ル

1
ド
巾
ロ
バ
す
イ
の
所
論
を
出
凍
み
限
り

忠
寅
に
紹
介
す
る
に
と
ピ
め
、
問
題
の
総
括
的
左
研
賞
は
後
の

機
九
百
社
侠
っ
と
と
に
す
お
。

問
題
の
中
心
に
立
入
る
前
に
、
先
づ
不
完
全
競
争
の
特
徴
に

つ
い
て
三
一
目
し
て
置
か
ね
ば
た
ら
た
い
。
不
完
全
競
争
の
下
に

一
面
に
於
て
、
競
争
者
が
充
分
に
多
数

於
け
る
市
場
欣
態
は
、

で
あ
る
黙
に
於
て
、
「
モ
ノ
ポ
ー
ル
」
・
「
ず
ウ
オ
ポ
ー
ル
」
・
更
に

は
「
ポ
リ
ポ
ー
ル
」
の
市
場
欣
態
と
臭
り
、
他
国
に
於
て
、
個
k

の
販
費
者
に
よ
っ
て
提
供
せ
ら
れ
る
生
産
物
が
完
全
に
そ
の
質

(
庚
義
)
を
等
し
く
し
友
い
載
に
於
て
、
「
完
全
競
争
」
の
市
揚
献

態
ム
」
具
る
。
生
産
物
が
等
質
で
る
る
揚
合
に
或
る
販
責
者
が
そ

の
販
貰
債
格
を
引
下
げ
れ
ば
、
金
需
要
は
こ
の
販
貰
者
に
集
中

す
る
。

と
れ
に
反
し
債
格
を
引
上
げ
れ
ば
、
需
要
は
一
度
に
彼

か
ら
離
れ
去
る
。
生
産
物
が
異
質
で
あ
る
揚
合
に
は
、
そ
の
様

た
結
果
は
招
来
さ
れ
な
い
。
買
手
の
一
部
は
債
格
政
策
の
劃
象

Ge，廿udLovasy: Schut叩ゐ.11ebei unvollk()mmener K.Cl nk~lrrenl_. Z. f. N. Bd. 
V Heft 3， 1934， Juni 5・336百.
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と
た
っ
た
質
の
生
産
物
を
民
ふ
こ
と
を
欲
し
友
い
。
彼
等
は
よ

り
高
い
債
格
で
自
己
の
好
む
質
b
z
獲
得
し
つ
ピ
け
る
。
従
っ
て

個
#
の
販
寅
者
の
債
格
政
策
は
、
金
需
要
を
彼
に
集
中
せ
し
め
、

或
ひ
は
彼
か
ら
離
れ
去
ら
し
め
る
結
果
と
は
司
な
ら
な
い
。
そ
し

て
債
格
政
策
の
護
動
に
よ
る
需
要
の
減
少
乃
至
増
加
の
程
度

は
、
そ
れ
ふ
1
の
質
に
於
て
相
違
ナ
る
。
ま
た
多
〈
の
揚
合
、

質
の
相
違
は
生
産
費
の
相
違
と
結
び
つ
〈
。

し
か
し
ま
た
他
聞
に
於
て
、
個
々
の
版
費
者
に
よ
る
債
格
引

下
げ
は
、
そ
の
質
K
叫
叫
す
る
部
分
的
危
追
加
的
需
要
を
引
起
す
。

明
片
手
の
一
割
以
、
高
い
債
格
で
良
質
の
生
産
物
を
獲
得
す
る
よ

り
も
、
寧
ろ
質
の
低
下
を
忍
ん
で
債
格
の
引
下
げ
ら
れ
た
質
の

生
産
物
に
向
ふ
。

完
全
競
争
の
下
に
於
て
は
、
債
格
に
針
し
て
影
響
を
及
ぼ
し

得
な
い
多
数
の
供
給
者
が
市
揚
に
存
在
し
、
伺
#
の
供
給
者
は

支
配
的
債
格
で
如
何
た
る
数
量
を
も
供
給
し
得
る
。
し
か
も
そ

れ
に
よ
っ
て
需
要
の
費
動
が
招
来
さ
れ
は
し
泣
い
ら
乙
の
と
と

は
グ
ラ
7

で
は
、
水
平
左
個
別
的
需
要
曲
線
で
表
現
さ
れ
る
。

個
々
の
生
産
者
は
、
そ
の
卒
均
費
用
が
極
小
で
あ
る
賄
(
生
産
オ

ロ
パ

V

イ
・
不
完
全
競
争
町
下
に
於
け
る
闘
積

プ
テ
イ
マ
と
ま
で
生
産
す
る
。
完
全
濁
占
の
下
に
於
て
は
、
個

別
的
需
要
曲
線
は
首
該
経
済
領
域
の
線
需
要
曲
線
そ
の
も
の
で

あ
る
。
そ
れ
は
左
か
ら
右
へ
向
っ
て
遁
降
す
る
。
抑
伺
占
者
は
費

用
極
小
結
ま
で
ピ
は
た
く
、
利
潤
桜
大
賭
(
ク
ル
ノ
1
勤
)
ま
で
生

産
す
る
。

不
完
全
競
争
者
の
倒
別
的
需
要
曲
線
も
ま
た
、
左
か
ら
方
へ

向
っ
て
遁
降
す
る
。
し
か
し
そ
の
曲
線
は
、
完
全
務
占
の
場
合

の
如
〈
常
該
経
済
領
域
の
綿
需
要
曲
線
に
よ
っ
て
一
不
さ
れ
る
の

で
は
友
い
。
曲
線
の
位
置
及
び
形
朕
は
同
一
の
期
設
を
有
ず

る
、
し
か
し
質
を
具
に
す
る
生
産
物
の
供
給
者
の
致
、
万
ぴ
質

の
相
異
性
の
程
度
に
依
存
す
る
。

佑
の
僚
件
が
同
一
で
あ
れ

ば
、
供
給
者
の
数
が
少
左
け
れ
ば
少
い
ほ
ど
‘
個
h

の
版
寅
者

に
向
ふ
需
要
は
大
で
る
る
。
曲
線
の
位
置
は
右
方
へ
移
る
。
貨

の
相
異
性
が
大
で
あ
れ
ば
、
個
K

の
販
費
者
が
債
格
政
策
を
受

動
す
る
と
と
に
よ
っ
て
、
追
加
的
需
要
を
自
己
に
誘
引
す
る
可

能
性
は
小
で
る
る
。
需
要
曲
線
は
念
勾
配
を
な
す
。
反
針
左
ら

ぽ
反
針
で
る
る
。

不
完
全
競
争
に
於
て
は
、
供
給
者
が
多
数
で
る
り
、
且
っ
そ

第
四
十
五
巻

第

擁

四

五

七



ロ
パ
シ
イ
・
不
完
全
競
争
の
下
に
於
け
る
胸
栓

れ

A
¥の
質
が
相
互
に
代
替
さ
れ
得
る
結
果
と
し
て
、
完
全
調

占
の
場
合
の
如
〈
超
過
利
潤
は
得
ら
れ
友
い
。
そ
れ
件
¥
の
質

の
聞
に
債
格
差
が
存
在
す
る
と
し
て
も
、
そ
の
債
俗
差
は
質
の

相
違
(
従
っ
て
一
般
に
生
産
費
の
差
異
)
に
依
存
す
る
で
あ
ら
う
。

質
と
の
闘
係
に
於
て
偵
絡
が
高
す

vc
る
場
合
に
は
、
そ
の
質
の

需
要
む
一
部
は
断
念
さ
れ
、

一
部
は
他
の
異
質
の
、
し
か
し
同

一
期
訟
を
有
す
る
生
底
物
K
斡
十
る
。
そ
れ
散
に
生
産
は
、
個

別
的
需
要
曲
線
と
平
均
費
用
曲
線
と
が
按
ず
る
ま
で
行
は
れ

る
。
こ
の
接
貼
は
平
均
突
用
曲
線
の
谷
で
は
る
り
得
ゑ
い
。
何

故
左
ら
不
完
全
競
争
者
の
個
別
的
需
要
曲
線
は
、
左
か
ら
右
へ

向
っ
て
遜
降
す
る
曲
線
で
あ
る
か
ら
。
平
均
費
用
曲
線
の
谷
に

於
て
接
結
を
有
す
る
個
別
的
需
要
曲
線
は
、
完
全
競
争
の
下
に

於
け
る
市
揚
欣
態
を
表
す
。

こ
の
こ
と
か
ら
不
完
全
競
手
の
下

に
於
け
る
債
格
は
、
完
全
競
争
の
下
に
於
け
る
債
格
上
り
も
常

に
高
く
、
ま
た
販
貰
数
量
は
よ
り
小
で
る
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

不
完
全
競
争
の
下
に
於
け
る
闘
税
の
作
用
を
研
究
す
る
に
常

っ
て
‘
ロ
パ
シ
イ
は
次
の
様
た
筒
軍
か
ら
複
雑
へ
の
一
道
を
歩
む
。

第
四
十
五
品
甘
い
円
四
二
六

第

競

丹、

(
一
)
園
内
に
た
Y

一
人
の
生
産
者
の
み
が
存
在
し
、
そ
し
て
彼

が
(
イ
)
外
園
の
供
給
者
と
完
全
競
争
(
質
の
同
一
性
)
に
あ
%
揚

合
、
及
ぴ
(
ロ
)
外
国
の
供
給
者
と
不
完
全
競
争
(
質
の
相
異
性
)
に

あ
る
場
合
。
(
二
)
図
内
忙
多
数
の
生
産
者
が
存
殺
し
、
そ
し
て

彼
等
が
(
イ
)
外
閣
の
供
給
者
と
完
全
競
争
に
あ
る
揚
合
、
及
び

:γ
午
現
つ
止
、
合
時
コ
し
子
卜
Z
K
L
h
F
f
こ
ろ
F
J
B
-
n
L
E
e

p

¥

山
グ
ド

U
U
4
J
H
V町
パ

C

J

Rノ
5
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主
日
I
J
d
U
4
4
4
2
1

-
L
1
f
ト
E
K
許

可」

Z

」
ト
い
寸
ゴ

と
し
て
(
一
)
の
(
ロ
)
と
(
二
)
の
(
ロ
)
と
の
み
を
皐
び
、
他
の
事

例
の
説
明
は
必
要
に
雁
じ
て
、

と
れ
を
附
け
加
へ
れ
ば
充
分
で

あ
る
。先

づ
圏
内
に
た

r
一
人
の
供
給
者
の
み
が
存
在
す
る
簡
単
な

揚
合
か
ら
始
め
る
。
開
税
賓
施
前
に
於
け
る
圏
内
の
綿
需
要
は
.

彼
と
外
園
の
供
給
者
と
の
聞
に
分
配
さ
れ
る
。
市
揚
に
は
不
完

会
競
争
が
支
配
し
て
ゐ
る
た
め
に
、
圏
内
供
給
者
は
生
産
オ
プ

テ
イ
マ
ム
に
は
到
達
し
て
ゐ
友
い
。
従
っ
て
経
替
は
遊
減
費
用

の
下
で
逗
饗
さ
れ
る
。
し
か
し
と
の
遁
減
費
用
の
利
径
は
、
法

中
(
グ
ラ
フ
的
に
は
個
別
的
需
要
曲
線
と
平
均
費
用
曲
線
と
の
接
航
)
ま

で
し
か
利
用
さ
れ
た
い
。

い
ま
闘
税
に
よ
っ
て
外
園
口
聞
の
輪
入
が
防
遁
せ
ら
れ
る
か
、



乃
至
は
外
国
品
の
債
格
が
著
し
く
高
め
ら
れ
る
と
し
よ
う
。
従

来
の
外
周
品
の
購
買
者
は
、

そ
の
生
産
物
の
獲
得
を
全
く
断
念

ず
る
か
、
或
ひ
は
質
の
不
通
営
を
忍
ん
で
閣
産
品
に
縛
ぜ
ざ
る

を
得
た
い
。
園
内
供
給
者
に
謝
し
て
追
加
的
需
要
が
創
造
さ
れ

る
。
彼
の
個
別
的
需
要
曲
線
は
右
方
に
移
動
す
る
。
彼
は
閥
税

額
の
限
度
忙
於
て
凋
占
的
地
位
を
獲
得
す
る
。
生
産
費
は
た
ほ

溜
減
範
圏
K
あ
る
。
彼
は
費
用
遁
減
の
可
能
性
を
利
用
す
る
と

と
に
よ
っ
て
、
!
|
需
要
の
状
態
を
も
顧
慮
し
て
|
|
可
能
的

川
畑
大
の
利
潤
が
何
ら
れ
る
ま
ぜ
生
還
を
相
川
ず
る
川
従
っ
て
阿
川

格
は
下
落
す
る
。
(
一
人
の
囲
内
供
給
者
と
外
闘
の
供
給
者
と
の
問
に

完
全
競
与
が
支
配
す
る
場
合
に
闘
稔
が
質
施
せ
ら
れ
る
と
き
に
も
ま
た
、

圏
内
供
給
者
は
関
税
白
限
度
に
於
で
澗
占
的
地
位
を
獲
得
す
る
。
し
か
し

こ
の
場
合
に
は
、
既
に
生
置
オ
プ
テ
イ
マ
ム
が
到
達
さ
払
て
ゐ
る
た
め

に
、
生
産
の
噌
加
は
遁
場
費
用
白
下
に
於
て
行
は
れ
、
従
っ
て
債
格
は

従
来
よ
P
も
騰
貴
す
る
。
)

債
格
の
下
落
は
本
来
の
費
用
遁
減
可
能
性
に
上
っ
て
招
来
さ

不
完
全
競
争
か
ら
漏
占
へ
の
移
行

れ
る
ば
か
り
で
は
た
い
。

は
、
費
用
形
成
そ
の
も
の
を
鐙
一
化
せ
し
め
る
e

郎
は
ち
闘
税
に

ロ'パ

U

イ
・
不
完
全
競
争
白
下
に
於
け
る
閥
稔

よ
っ
て
外
閣
の
競
争
が
排
除
せ
ら
れ
る
と
き
は
、
従
来
不
完
全

競
争
の
下
に
於
て
支
出
さ
れ
て
ゐ
た
競
争
費

(問。

Z
E司
SNt

rsg了
l
販
寅
費
、
庚
台
費
ー
ー
が
節
約
さ
れ
る
。
そ
れ
は

グ
ラ
フ
的
に
は
、
費
用
曲
線
の
左
方
へ
の
移
動
と
し
て
表
現
さ

れ
る
。
費
用
曲
線
の
か
a
h

る
移
動
は
、
輿
へ
ら
れ
た
事
情
の
下

に
於
け
る
利
潤
極
大
黙
を
右
方
へ
移
動
せ
し
め
る
。
従
っ
て
僚

格
が
よ
り
一
居
下
落
せ
し
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
新
費
用
曲
線

は
、
必
や
し
も
醤
費
用
曲
線
に
平
行
で
は
友
い
。
何
故
た
ら
競

s
b主
主
司
仙
正
亡
、

，-
t
d下
J'u-
州
制
川
ト

M

棉
棉
川
川
に
川
淵
し

τ同
定
的
危
割
台
h
E
占
め
る

も
の
で
は
友
〈
、
時
k

の
販
費
景
及
び
債
格
の
如
何
に
よ
っ
て

襲
化
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
。
費
別
形
成
hz
礎
化
せ
し
め
る
い

ま
一
つ
の
要
素
と
し
て
「
外
部
経
済
」
の
可
能
性
が
考
へ
ら
れ
る

が
、
そ
れ
に
つ
い
て
は
後
に
述
べ
る
。

い
ま
一
歩
兵
償
化
し
て
、
外
国
供
給
者
と
園
内
供
給
者
と
の

聞
に
不
完
全
競
争
が
支
配
し
、
し
か
も
園
内
生
産
者
が
多
数
で

る
る
揚
合
を
考
察
し
よ
う
。
と
と
で
更
に
、
(
イ
)
多
数
の
圏
内

供
給
者
の
聞
に
は
完
全
競
一
守
が
支
配
す
る
揚
合
と
、
(
ロ
)
彼
等
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回

-
A
V
4
・
不
完
全
競
却
す
の
下
に
於
け
る
閥
椀

の
問
に
も
ま
た
不
完
全
競
争
が
支
配
す
る
揚
合
と
が
毘
別
せ
ら

れ
る
。先

づ
(
イ
)
の
揚
合
に
ワ
い
て
説
明
す
る
。
乙

L
で
は
一
一
聞
に

於
て
、
図
産
口
問
と
外
岡
円
叩
と
の
聞
に
不
完
全
競
争
関
係
が
存
在

す
る
結
川
市
冒
と
し
て
・
闘
内
供
給
者
は
有
数
だ
債
格
政
策
を
護
動

ず
る
こ
と
は
附
来
友
い
。
換
ユ
一
目
す
れ
ば
債
格
在
引
下
げ
て
も
必

要
お
詩
要
の
増
加
を
喚
起
し
得
友
い
。
他
面
に
於
て
、
園
内
で

は
完
全
競
争
が
支
配
す
る
結
則
前
と
し
℃
、
個
K

の
経
替
は
生
産

オ
プ
テ
イ
マ
ム
ま
で
運
替
せ
ら
れ
て
ゐ
る
。
か
L
る
事
情
の
下

に
於
て
関
税
が
賞
施
せ
ら
れ
、
外
岡
田
聞
の
輸
入
が
防
遇
さ
れ
る

と
き
は
、
園
内
供
給
者
に
劃
し
て
、
追
加
的
需
要
が
創
造
さ
れ

る
。
邸
は
ち
従
来
外
国
口
問
に
向
け
ら
れ
て
ゐ
た
需
要
の
少
く
と

も
一
部
が
園
産
品
に
向
け
ら
れ
る
。

し
か
し
個
々
の
経
替
は
既

に
関
税
貿
施
前
に
生
産
オ
プ
テ
イ
マ
ム
に
到
達
し
て
ゐ
る
か

ら
、
追
加
的
需
要
の
た
め
の
追
加
的
生
産
は
遁
増
費
用
の
下
に

於
て
行
は
れ
る
。
従
っ
て
債
格
は
騰
貴
す
る
。

圏
内
供
給
者
の
聞
に
も
ま
た
不
完
全
競
守
が
支
配
す
る
揚
合

に
は
、
開
設
に
よ
っ
て
驚
ら
さ
れ
る
個
k

の
圏
内
供
給
者
の
這
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四
二
八

加
的
需
要
の
大
い
さ
は
、
そ
れ
ん
¥
異
る
。
否
あ
る
個
別
的
供

給
者
に
針
し
て
は
、
何
等
の
追
加
的
需
要
も
起
ら
左
い
乙
と
す

ら
考
へ
得
ら
れ
る
。
か
く
て
闘
内
の
個
別
的
需
要
曲
線
は
.
闘

税
寅
施
前
に
北
し
て
、
る
る
も
の
は
弧
〈
右
方
へ
移
動
し
、
あ

る
も
の
は
弱
〈
右
方
へ
移
動
し
、
ま
た
あ
る
も
の
は
不
境
で
あ

。
得
る
。
斑
一
に
曲
川
耐
の
勾
配
も
ま
仕
様
A

に
俊
化
し
得
る
。
哨
淘

加
的
需
要
を
克
ち
得
た
個
別
的
供
給
者
は
、
暫
定
的
に
濁
占
利

潤
を
賃
現
し
得
る
@
し
か
し
や
が
て
関
内
に
新
生
産
者
が
出
現

す
れ
ば
そ
の
猪
占
利
潤
は
消
滅
す
る
。
若
し
新
生
産
者
の
向
現

に
劃
し
て
何
等
か
の
障
碍
が
存
在
す
れ
ば
、
そ
の
濁
占
利
潤
は

永
績
的
に
維
持
さ
れ
る
。
(
カ
ル
テ
ル
形
成
)

債
格
は
関
税
貫
施
前
に
比
し
て
如
何
様
に
踊
変
化
す
る
か
。

そ

れ
に
つ
い
て
は
一
般
的
に
次
の
様
に
言
ふ
と
と
が
出
来
る
。
新

需
要
曲
線
が
、
従
来
の
そ
れ
と
一
致
す
れ
ば
債
格
は
不
療
で
あ

り
、
新
需
要
曲
線
の
弾
力
性
が
よ
り
小
で
る
れ
ぽ
、
債
格
は
従

来
よ
り
も
騰
貴
し
、
弾
力
性
が
よ
り
大
で
-
あ
れ
ば
債
格
は
下
落

す
る
と
。
こ
の
こ
と
は
需
要
の
弾
力
性
が
小
で
あ
れ
ば
比
較
的

小
さ
な
版
貰
量
に
於
て
利
潤
極
大
劇
が
到
達
さ
れ
、
弾
力
性
が



大
で
あ
れ
ば
比
較
的
大
き
を
妓
費
量
に
於
で
利
潤
極
大
黙
が
到

達
さ
れ
る
と
言
ふ
事
情
に
依
存
す
る
。

関
税
は
個
#
の
園
内
供
給
者
に
封
し
て
追
加
的
需
要
を
作
り

出
す
ば
か
り
で
は
な
い
。
既
に
間
摘
し
た
様
に
、
開
株
は
外
圏

供
給
者
の
競
争
を
排
除
す
る
と
と
に
よ
っ
て
、
従
来
支
出
さ
れ

て
ゐ
た
競
争
費
を
節
約
せ
し
め
る
。
更
に
追
加
的
需
要
に
上
つ

て
引
起
さ
れ
る
生
産
の
掠
張
は
、
謂
ゆ
る
「
外
部
経
済
し
の
可
能

性
1
1
i
必
然
性
で
は
な
い
ー
ー
を
提
供
す
る
。

乙
れ
等
の
事
情

が
山
町
、
問
の
低
ド
‘
引
い
で
同
倒
裕
の
ド
ト
ル
そ
問
一
め
品
E

d
は
航

湛
の
通
り
で
あ
る
。

し
か
し
「
外
部
経
済
正
基
〈
費
用
低
下
は
‘

一
の
盟
友
る
可

能
性
に
す
ぎ
た
い
こ
と
を
注
意
せ
ね
ば
な
ら
な
い
。
乙
の
可
能

性
に
封
立
し
て
、
同
時
に
「
外
部
非
経
済
」
の
可
能
性
が
あ
る
。

例
へ
ば
営
設
部
門
の
一
般
的
生
産
横
張
は
、
と
の
部
門
に
必
要

友
生
産
手
段
の
債
格
を
騰
且
一
見
せ
し
め
る
と
と
に
よ
っ
て
、
寧
る

債
格
騰
貴
の
方
向
へ
作
用
し
得
る
。
従
っ
て
外
部
経
済
に
基
〈

費
用
低
下
の
み
に
立
脚
し
て
闘
税
を
揖
護
し
よ
う
と
す
る
議
論

(
グ
ラ
ハ
ム
)
は
、

一
面
観
た
る
を
売
れ
な
い
。

ロ
バ
シ
イ
・
不
完
全
競
争
白
下
に
於
け
る
閥
貌

さ
で
不
完
全
競
争
の
下
陀
於
け
る
閲
税
が
債
格
の
下
落
を
招

来
す
る
に
し
て
も
、
と
の
債
格
下
落
の
程
度
は
個
々
の
事
例
に

於
て
如
何
一
夜
る
事
情
に
依
存
す
る
か
。

と
の
問
題
に
と
っ
て

は
、
(
イ
)
閲
税
寅
施
前
の
個
別
的
需
要
曲
線
の
地
位
及
ぴ
形

放
、
(
ロ
)
期
待
さ
る
ぺ
き
需
要
増
加
、
及
び
(
ハ
)
こ
の
需
要
増

加
の
個
々
の
閲
内
供
給
者
へ
の
分
配
が
決
定
的
で
あ
る
。
個
別

的
需
要
曲
線
の
位
地
は
、
仇
給
者
の
数
(
及
び
購
買
者
の
数
〉
に
依

存
ず
る
。
供
給
者
の
数
が
少
け
れ
ば
少
い
ほ
ど
(
ま
た
購
買
者
の

t
f
z
-
f
〉

〆

?

〉

;
:
;
3
1
1
5
f
E
E
:
:
;

》
;

輩
出

T
j
t
r中
仁
晶
一
吋
4
H
I

即
釦
出
司
刑
事
制
配
置
付
，
ホ
で
ま
忍

反
針
及
ら
ば
反
針
で
あ
る
。
個
別
的
需
要
曲
線
の
形
状
(
勾
配
)

は
、
既
に
指
摘
し
た
通
り
、
質
の
相
違
性
の
大
小
に
依
存
す
る
。

質
の
相
違
性
が
大
で
あ
れ
ば
、
個
別
的
供
給
者
が
債
格
政
策
に

よ
っ
て
需
要
を
左
右
す
る
可
能
性
は
小
で
あ
る
。
需
要
曲
線
は

念
勾
配
(
弾
力
性
小
)
で
る
る
。
反
射
な
ら
ば
反
封
。

関
税
賞
施
前
の
個
別
的
需
要
が
大
量
で
あ
り
、
且
つ
弾
力
的

で
あ
れ
ば
、
関
税
賓
施
前
の
販
費
量
は
銃
に
生
産
オ
プ
テ
イ
マ

ム
に
接
近
し
て
ゐ
る
で
あ
ら
う
。
従
っ
て
関
税
の
貸
施
に
ょ
っ

て
招
来
さ
れ
る
債
格
下
落
は
僅
小
で
あ
る
。
こ
れ
に
反
し
関
税
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ロ
バ
シ
イ
・
不
完
全
競
争
白
下
に
品
即
け
る
開
積

資
施
前
の
個
別
的
需
要
が
少
量
で
あ
り
、
且
つ
非
開
力
的
で
み

れ
ば
、
従
っ
て
質
の
相
違
が
大
で
あ
れ
ば
、
関
税
に
よ
っ
て
招

来
さ
れ
る
債
格
下
落
は
大
で
る
ら
う
。
何
故
な
ら
今
や
闘
枕
に

よ
っ
て
選
擦
項
目
が
制
限
さ
れ
る
た
め
に
、
需
要
は
比
較
的
少

数
の
質
に
集
中
さ
れ
(
個
別
的
需
要
曲
線
の
弾
力
性
の
暫
大
)
、
従
つ

こ
3
H
d勺
J
止
止

n
f〈
一

Edl記
品
、
4
J
〉

u
t
-
-
U
j
m
'
f
u
U
2
4
2

f

川
明
日
首
イ
品
J
f
J品
川
地

u
g月
U
一
平
易
若
手
同
す
喜
一
P

官
問
吋

著
し
く
増
大
す
る
か
ら
。

関
税
に
よ
っ
て
招
来
さ
れ
る
債
格
下
落
の
程
度
は
、
個
別
的

需
要
の
弾
力
性
の
外
に
、
需
要
増
加
の
程
度
に
も
依
存
す
る
。

外
園
口
聞
と
園
産
品
と
の
聞
に
不
完
全
競
争
関
係
が
支
配
す
る
限

り
、
関
税
は
従
来
外
国
日
間
に
向
け
ら
れ
て
ゐ
た
全
需
要
を
周
産

同
聞
に
縛
ぜ
し
め
る
こ
と
は
同
来
た
い
。
関
税
寅
施
後
の
需
要
増

加
の
程
度
は
、
営
該
生
産
物
の
必
需
性
に
依
存
す
る
。
必
需
性

の
大
た
る
生
産
物
に
於
て
は
、
需
要
増
加
は
大
で
あ
り
、
し
か

ら
ぎ
る
生
産
物
に
於
て
は
小
で
る
る
。
従
っ
て
前
者
に
於
け
る

債
絡
下
落
の
程
度
は
、
後
者
に
於
け
る
よ
り
も
大
で
あ
ら
う
。

最
後
に
逗
加
的
需
要
の
個
k

の
圏
内
供
給
者
へ
の
分
配
も
ま

た
、
個
別
供
給
者
の
販
一
賀
債
格
に
影
響
す
る
。
分
配
の
様
式
は
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外
岡
品
と
の
似
類
性
の
如
何
に
依
存
す
る
で
あ
ら
う
。
八
万
配
は

彼
の
生
産
物
の
質
が
外
国
品
に
よ
り
多
〈
類
似
し
で
ゐ
る
園
内

供
給
者
に
厚
く
、
し
か
ら
ざ
る
関
内
供
給
者
に
は
薄
い
。
前
者

に
於
け
あ
個
別
的
恋
抽
出
加
的
需
要
は
六
で
あ
り
、
後
者
に
於
け

る
そ
れ
は
小
で
あ
る
。
前
者
に
於
て
ほ
、
逓
減
費
用
の
利
袋
の

利
削
可
能
性
は
大
?
あ
り
、
判
明
者
に
於
亡
は
小
で
あ
る
。
総
つ

て
前
者
に
於
て
は
債
格
下
溶
の
程
度
は
著
し
く
、
後
者
に
於
て

は
僅
小
で
あ
る
。

か
〈
て
闘
税
は
国
産
口
問
聞
の
債
格
差
を
よ
り

大
友
ら
し
め
る
。

回

結
論
は
乙
ろ
で
あ
る
。

不
完
全
競
争
の
下
に
於
け
る
関
税

は
、
個
々
の
圏
内
供
給
者
に
針
し
て
、
追
加
的
需
要
を
作
り
出

し
、
逓
減
費
用
の
可
能
性
を
一
一
盾
貿
現
す
る
と
と
に
よ
っ
て
、

債
格
の
下
落
と
販
貨
の
増
加
を
招
来
す
る
。
と
の
結
論
は
、
完

会
競
争
の
下
に
於
け
る
周
知
の
関
税
の
作
用
と
は
正
に
反
針
で

あ
る
。
か
く
て
不
完
全
競
争
の
前
提
を
採
り
入
れ
る
と
き
は
、

吾
々
の
従
来
の
理
論
が
章
一
大
友
修
疋
を
受
け
る
と
と
が
知
ら
れ

る
。
と
の
結
論
は
、
吾
-R

が
嘗
て
保
護
関
税
論
に
針
す
る
反
駁



の
用
具
と
し
て
用
ひ
た
、
「
他
の
部
門
か
ら
の
生
産
要
素
の
引

上
げ
」
と
言
ふ
論
嫁
を
以
て
し
て
は
反
駁
さ
れ
得
な
い
。
何
故

左
ら
不
完
全
競
争
の
下
に
於
け
る
関
税
の
作
用
は
、
需
要
を
外

園
田
間
か
ら
園
高
性
日
間
に
崎
向
せ
し
め
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
個
々
の

圏
内
経
営
に
針
し
て
遁
減
費
用
の
利
径
を
上
旬
完
全
に
利
用
す

る
可
能
性
を
提
供
す
る
こ
と
、
却
は
ち
既
存
設
備
の
よ
り
よ
き

利
用
に
闘
し
て
居
り
、
従
っ
て
他
の
部
門
か
ら
の
生
産
手
段
引

上
げ
を
必
要
と
し
ι
な
い
か
ら
で
あ
る
3

物
債
指
数
の
意
味
に
関
す
る


